
一

『
大
東
世
語
』「
假
譎
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

〔
凡
例
〕

一
、  

本
稿
は
、
服
部
南
郭
﹃
大
東
世
語
﹄﹁
假
譎
﹂
篇
の
本
文
と
原
注
に
関
す
る

注
釈
で
あ
る
。

一
、  

注
釈
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
二
〇
一
六
年
度
科
目
﹁
国
文

学
演
習
﹂（
堀　

誠
担
当
）
の
受
講
生
（
戸
丸
凌
太
・
林
宇
・
叢
星
晨
・
柴

田
寿
真
・
王
培
・
樋
口
敦
士
・
永
瀬
恵
子
・
高
橋
憲
子
）
が
講
読
担
当
話
の

発
表
資
料
に
基
づ
い
て
原
稿
化
し
た
。

一
、  

底
本
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
﹃
大
東
世
語
﹄（
寛
延
三
年
︿
一
七
五

〇
﹀
刊
）
に
依
り
、
ま
た
典
拠
に
関
し
て
は
同
館
蔵
本
﹃
大
東
世
語
考
﹄（
方

寸
菴
漆
鍋
稿
、
寛
延
四
年
︿
一
七
五
一
﹀
序
）
を
参
考
に
し
た
。

一
、  ﹁
假
譎
﹂
篇
の
都
合
八
話
を
、︹
假
譎
1
︺
の
よ
う
に
順
次
表
記
し
た
。

一
、  

注
釈
は
本
文
の
︹
書
き
下
し
文
︺・︹
訳
文
︺、
原
注
の
︹
書
き
下
し
文
︺・︹
訳

文
︺、
お
よ
び
︹
語
釈
︺、︹
典
拠
︺
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

一
、  ︹
書
き
下
し
文
︺
は
、
原
則
と
し
て
底
本
の
訓
点
を
尊
重
し
つ
つ
、
適
宜
こ

れ
を
改
め
た
。

〔
假
譎
１
〕

僧
寬
蓮
①
善
レ
棊
。
延
喜
帝
數
召
對
。
帝
手
不
レ
及
二
衟
。
賭
以
二
金
枕
一
。
既
而

蓮
勝
。
賜
二
其
枕
一
出
。
乃
復
令
二
諸
郞
追
奪
一
爲
レ
戲
。
如
レ
此
數
矣
。
一
日
蓮
復

勝
。
抱
二
賜
枕
一
走
出
。
左
右
追
レ
之
如
レ
始
。
蓮
便
取
二
之
其
懷
一
。
投
二
宮
井
一
去
。

追
者
還
。
其
明
令
二
人
入
レ
井
出
一レ
之
。
則
木
質
金
箔
耳
。
蓮
終
得
二
眞
物
一
②
。

〔
書
き
下
し
文
〕

僧
寬
蓮　

棊
を
善
く
す
。
延
喜
帝　

數し
ば

し
ば
召
し
て
對
す
。
帝
の
手
及
ば
ざ
る
こ

と
二
衟
あ
り
。
賭
す
る
に
金
枕
を
以
て
す
。
既
に
し
て
蓮
勝
つ
。
其
の
枕
を
賜
り

て
出
づ
。
乃
ち
復
た
諸
郞
を
し
て
追
ひ
奪
は
し
め
て
戲
と
爲
す
。
此
く
の
如
き
こ

早
稲
田
大
学　

教
育
・
総
合
科
学
学
術
院　

学
術
研
究
（
人
文
科
学
・
社
会
科
学
編
）
第
六
十
五
号　

一
―
一
三
頁
、
二
〇
一
七
年
三
月

『
大
東
世
語
』「
假
譎
」
篇
注
釈
稿

堀
　
　
　
誠



二

『
大
東
世
語
』「
假
譎
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

と
數
し
ば
な
り
。
一
日　

蓮
復
た
勝
つ
。
賜
枕
を
抱
き
て
走
り
出
づ
。
左
右　

之

を
追
ふ
こ
と
始
め
の
如
し
。
蓮　

便
ち
之
を
其
の
懷
に
取
り
、
宮
井
に
投
じ
て
去

る
。
追
ふ
者
還
る
。
其
の
明
に
人
を
し
て
井
に
入
り
て
之
を
出
だ
さ
し
む
れ
ば
、

則
ち
木
質
金
箔
の
み
。
蓮
終
に
眞
物
を
得
た
り
。

〔
訳
文
〕

僧
侶
の
寛
蓮
は
囲
碁
が
上
手
で
あ
っ
た
。
延
喜
帝
は
度
々
彼
を
呼
ん
で
対
局
し

た
。
帝
の
腕
前
は
先
手
二
目
ほ
ど
及
ば
な
か
っ
た
。
帝
は
金
の
枕
を
賭
け
た
。
や

が
て
寛
蓮
は
戦
っ
て
勝
ち
を
納
め
る
と
そ
の
枕
を
賜
っ
て
帰
っ
た
。
延
喜
帝
は
多

く
の
公
卿
た
ち
に
そ
の
枕
を
奪
い
取
ら
せ
て
は
遊
び
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ

と
が
度
々
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
寛
蓮
は
ま
た
し
て
も
勝
っ
た
。
賜
っ
た
枕
を
抱
い

て
出
て
行
っ
た
。
側
近
た
ち
が
前
と
同
じ
よ
う
に
彼
を
追
い
か
け
た
。
寛
蓮
は

す
か
さ
ず
枕
を
懐
か
ら
取
り
出
し
て
宮
中
の
井
戸
に
投
げ
込
ん
で
逃
げ
去
っ
た
。

追
っ
て
い
た
者
た
ち
は
戻
っ
た
。
そ
の
翌
朝
、
人
に
井
戸
に
入
っ
て
こ
れ
を
取
ら

せ
て
み
る
と
、
木
で
出
来
て
い
て
金
箔
を
貼
っ
た
だ
け
の
物
で
あ
っ
た
。
寛
蓮
は

よ
う
や
く
本
物
を
手
に
入
れ
た
。

︹
原
注
︺

①
橘
良
利
。
爲
レ
僧
更
レ
名
。

②  

寬
蓮
圍
棊
當
時
第
一
。
蓮
一
日
車
行
過
二
京
西
一
。
街
上
遇
二
一
丫
鬟
一
。

迎
レ
之
曰
。
家
娘
命
將
レ
公
到
。
蓮
未
レ
知
二
其
由
一
。
率
レ
意
隨
行
。
至
二
一

家
一
。
門
內
蕭
散
。
坐
覺
二
淸
雅
一
。
帘
外
設
二
棊
局
二
笥
具
一
焉
。
有
二
一
婦

人
一
。
隔
レ
帳
謂
レ
蓮
曰
。
幼
少
時
。
親
嘗
見
レ
敎
。
聊
習
二
此
技
一
。
聞
二
公

名
手
一
。
請
試
爲
レ
對
。
蓮

怪
レ
之
。
乃
送
二
納
一
笥
於
帘
内
一
。
婦
人
還
二

之
於
外
一
曰
。
不
レ
須
レ
爾
。
請
隔
レ
帳
指
示
。
遂
以
二
削
木
二
尺
許
一
。
自
レ

內
指
レ
局
云
。
煩
レ
公
置
二
我
棊
於
此
罫
一
。
蓮
從
爲
下
二
棊
子
一
。
又
下
二
己

棊
子
一
。
如
レ
是
間
對
。
及
二
局
竟
一
。
蓮
棊
盡
被
二
圍
殺
一
。
蓮
乃
大
疑
怪
。

走
出
而
歸
。
後
令
二
人
物
色
一
。
不
レ
知
レ
爲
レ
誰
。

︹
書
き
下
し
文
︺

①
橘
良
利
な
り
。
僧
と
爲
り
名
を
更あ

ら
たむ
。

②  

寬
蓮
の
圍
棊
は
當
時
の
第
一
な
り
。
蓮　

一
日
車
行
し
て
京
西
を
過
ぐ
。
街

上
に
一
の
丫あ

く
わ
ん鬟
に
遇
ふ
。
之
を
迎
へ
て
曰
く
、﹁
家
娘
命
じ
て
公
を
將
ゐ
て

到
ら
し
を
﹂
と
。
蓮　

未
だ
其
の
由
を
知
ら
ず
。
意
に
率し

た
がひ
隨
行
す
。
一
家

に
至
る
。
門
內　

蕭
散
た
り
。
坐そ

ぞ
ろに
淸
雅
を
覺
ゆ
。
帘
外
に
棊
局
二
笥
具
を

設
く
。
一
の
婦
人
有
り
。
帳
を
隔
て
て
蓮
に
謂
ひ
て
曰
く
、﹁
幼
少
の
時
、
親　

嘗
て
敎
へ
ら
れ
、
聊
か
此
の
技
を
習
ふ
。
公
の
名
手
た
る
を
聞
く
。
請
ふ
試

み
に
對
を
爲
さ
ん
こ
と
を
﹂
と
。
蓮

ま
す
之
を
怪
し
む
。
乃
ち
一
笥
を
帘

內
に
送
り
納
む
。
婦
人
之
を
外
に
還
し
て
曰
く
、﹁
爾
る
を
須
ひ
ず
。
請
ふ

ら
く
は
帳
を
隔
て
指
示
す
﹂
と
。
遂
に
削
り
し
木
二
尺
許
り
な
る
を
以
て
、

內
自
り
局
を
指
し
て
云
く
、﹁
公
を
煩
は
し
て
我
が
棊
を
此
の
罫
に
置
か
ん
﹂

と
。
蓮
從
ひ
て
爲
に
棊
子
を
下
す
。
又
己
の
棊
子
を
下
す
。
是
く
の
ご
と
く

間
對
す
。
局
の
竟を

は

る
に
及
び
て
、
蓮
の
棊　

盡
く
圍
み
殺
さ
る
。
蓮
乃
ち
大

い
に
疑
ひ
怪
し
む
。
走
り
出
で
て
歸
る
。
後
に
人
を
し
て
物
色
せ
し
む
。
誰た

れ

爲た

る
か
を
知
ら
ず
。

︹
訳
文
︺

①
橘
良
利
で
あ
る
。
僧
侶
と
な
っ
て
名
前
を
変
え
た
。



三

『
大
東
世
語
』「
假
譎
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

②  

寛
蓮
の
囲
碁
の
腕
前
は
当
時
の
第
一
で
あ
っ
た
。
寛
蓮
は
あ
る
日
、
車
に

乗
っ
て
都
の
西
方
を
通
っ
て
い
た
。
す
る
と
街
角
で
一
人
の
侍
女
に
出
会
っ

た
。
侍
女
は
彼
を
迎
え
て
﹁
奥
様
が
あ
な
た
を
お
連
れ
す
る
よ
う
私
に
命
じ

ま
し
た
﹂
と
言
っ
た
。
寛
蓮
は
そ
の
理
由
が
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
自
分

の
思
う
ま
ま
に
侍
女
に
つ
い
て
行
っ
た
。
そ
う
す
る
と
一
軒
の
家
に
辿
り
着

い
た
。
家
の
中
は
物
静
か
で
あ
り
、
居
な
が
ら
に
清
ら
か
で
気
品
あ
る
様
子

が
感
じ
ら
れ
た
。
外
に
碁
盤
と
二
つ
の
碁
笥
が
置
い
て
あ
っ
た
。
一
人
の
女

性
が
い
て
、
御
簾
の
帳
の
向
こ
う
か
ら
、﹁
私
は
幼
い
と
き
に
親
か
ら
囲
碁

を
手
ほ
ど
き
さ
れ
、
す
こ
し
ば
か
り
腕
前
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
あ
な
た
が

囲
碁
の
名
手
で
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
ど
う
か
試
し
に
私
と
お
手
合
わ

せ
願
え
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
﹂
寛
蓮
は
ま
す
ま
す
こ
の
人
を
不
思
議
に
思
っ

た
。
そ
こ
で
一
つ
の
碁
笥
を
御
簾
の
内
側
に
送
っ
た
。
女
性
は
外
に
送
り
返

し
て
こ
う
言
っ
た
、﹁
そ
れ
に
は
及
び
ま
せ
ん
。
帳
越
し
に
指
示
さ
せ
て
下

さ
い
﹂。
す
る
と
二
尺
の
ほ
ど
削
っ
た
木
を
使
っ
て
御
簾
の
内
側
か
ら
碁
盤

を
指
し
て
こ
う
言
っ
た
、﹁
お
手
を
煩
わ
せ
ま
す
が
私
の
碁
石
を
そ
の
筋
目

の
と
こ
ろ
に
置
い
て
下
さ
い
ま
せ
﹂。
寛
蓮
は
彼
女
の
言
う
と
お
り
に
碁
石

を
置
い
た
。
そ
し
て
自
分
の
碁
石
を
置
い
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
簾
越
し
に

対
局
し
た
。
対
局
が
終
わ
る
と
、
寛
蓮
の
碁
石
は
す
っ
か
り
囲
ま
れ
て
死
に

石
に
な
っ
て
い
た
。
寛
蓮
は
大
い
に
こ
の
こ
と
を
疑
い
怪
し
み
、
逃
げ
帰
っ

た
。
後
日
、
人
を
遣
っ
て
調
べ
さ
せ
た
が
、
誰
の
仕
業
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

〔
語
釈
〕

寬
蓮 

八
七
四
～
没
年
未
詳
。
平
安
時
代
中
期
の
僧
。
宇
多
天
皇
に
、
そ
の
譲
位

後
も
仕
え
る
。
囲
碁
の
上
手
で
、
あ
る
と
き
金
の
枕
を
賭
け
て
天
皇
と
対

局
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
京
都
に
弥
勒
寺
を
建
て
た
と
い
う
。
肥
前

藤
津
郡
（
佐
賀
県
）
出
身
。
俗
名
は
橘
良
利
。

延
喜
帝　

醍
醐
天
皇
。
八
八
五
～
九
三
〇
。
第
六
十
代
天
皇
。
宇
多
天
皇
の
第
一

皇
子
。
母
は
藤
原
胤
子
。
父
の
譲
位
を
受
け
て
十
三
歳
で
元
服
と
同
時
に

即
位
。
菅
原
道
真
左
遷
後
は
藤
原
時
平
に
実
権
を
握
ら
れ
る
。
政
治
・
文

化
両
面
に
積
極
的
で
荘
園
整
理
令
を
施
行
し
﹁
日
本
三
代
実
録
﹂﹁
古
今

和
歌
集
﹂﹁
延
喜
格
﹂﹁
延
喜
式
﹂
な
ど
を
完
成
さ
せ
た
。

對 

相
手
に
し
て
争
う
。

棊 

囲
碁
と
将
棋
の
ど
ち
ら
も
指
す
。
典
拠
に
は
﹁
囲
碁
﹂
と
す
る
。

二
衟 

二
目
、
二
手
。

諸
郞 

多
く
の
若
者
。

圍
棊 

囲
碁
に
同
じ
。

丫
鬟 

揚
巻
。
少
女
の
髪
の
結
い
方
。
な
お
、
中
国
で
は
か
つ
て
女
中
や
下
女
の

意
味
で
使
わ
れ
た
。

蕭
散 

も
の
静
か
で
、
さ
び
し
い
こ
と
。
も
の
さ
び
し
く
ひ
ま
な
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
さ
ま
。

淸
雅 

清
ら
か
で
上
品
な
こ
と
。

棊
局 

碁
盤
。

笥
具 
碁
石
を
入
れ
る
容
器
。﹁
笥
﹂
も
同
じ
。

罫 

碁
盤
の
筋
目
。

棊
子 

碁
石
。﹁
棊
﹂
も
同
じ
。



四

『
大
東
世
語
』「
假
譎
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

間
對 

簾
越
し
に
対
局
す
る
。﹁
間
﹂
は
隔
て
る
の
意
味
。

〔
典
拠
〕

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
二
十
四
﹁
碁
擲
寛
蓮
値
碁
擲
女
語
第
六
﹂。

（
戸
丸　

凌
太
）

〔
假
譎
２
〕

藤
致
忠
營
レ
第
。
欲
レ
極
二
泉
石
之
趣
一
。
未
レ
得
二
奇
石
一
。
先
出
二
一
金
一
買
二

一
石
一
。
京
師
稍
傳
二
其
事
一
。
業
レ
石
者
。
爭
衒
二
怪
石
一
。
運
詣
二
其
門
一
。

覓
レ
沽
レ
之
。
致
忠
詒
云
。
今
無
レ
須
レ
爾
。
鬻
者
不
レ
能
二
急
載
還
一
。
悉
置
二
其

門
一
去
。
然
後
彼
此
擇
取
。
莫
レ
不
二
如
意
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

藤
致
忠　

第
を
營
す
。
泉
石
の
趣
を
極
め
ん
と
欲
す
。
未
だ
奇
石
を
得
ず
。
先
づ

一
金
を
出
だ
し
て
一
石
を
買
ふ
。
京
師
稍や

や

其
の
事
を
傳
ふ
。
石
を
業
な
り
は
ひと
す
る
者
、

爭
ひ
て
怪
石
を
衒て

ら

ひ
て
、
運
び
て
其
の
門
に
詣い
た

る
。
之
を
沽か

ふ
こ
と
を
覓も
と

む
。
致

忠
詒あ

ざ
むき
て
云
ふ
、﹁
今
爾
る
こ
と
を
須も
ち

ふ
る
こ
と
無
し
﹂
と
。
鬻ひ
さ

ぐ
者
急
に
載
せ

還
る
こ
と
能
は
ず
。
悉
く
其
の
門
に
置
き
て
去
る
。
然
る
後　

彼
此
擇
び
取
る
。

如
意
な
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。

〔
訳
文
〕

藤
原
致
忠
は
屋
敷
を
築
く
時
、
山
水
の
趣
を
極
め
よ
う
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
奇

石
を
得
ら
れ
ず
に
い
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
少
し
の
金
を
出
し
、
一
つ
の
石
を
買
っ

た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
都
で
は
、
致
忠
が
石
を
買
う
と
の
う
わ
さ
が
知
れ
渡
っ

た
。
石
を
売
買
す
る
者
た
ち
は
争
っ
て
怪
石
と
ひ
け
ら
か
し
、
致
忠
の
門
の
前
に

運
び
込
ん
で
、
石
を
買
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
。
致
忠
は
こ
れ
に
対
し
、﹁
今
は

買
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
欺
い
て
言
っ
た
。
石
を
売
り
に
来
た
者
た
ち
は
、

そ
れ
ら
の
石
を
急
ぎ
載
せ
て
帰
る
こ
と
は
出
来
ず
、
残
ら
ず
致
忠
の
門
の
前
に
置

い
た
ま
ま
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
致
忠
は
石
を
あ
れ
こ
れ
自
由
に
選
び
取
り
、
す
べ

て
思
い
ど
お
り
に
な
っ
た
。

〔
語
釈
〕

藤
致
忠　

藤
原
致
忠
。
生
没
年
未
詳
。
父
は
元
方
、
子
は
保
輔
、
保
昌
。
備
後
守

を
務
め
、
貞
元
元
年
（
九
七
六
）
で
は
右
京
大
夫
。

營 

屋
敷
を
築
く
こ
と
。

第 

宅
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
屋
敷
を
指
す
。﹃
後
漢
書
﹄
巻
四
十
二
﹁
東
平
憲

王
蒼
傳
﹂
の
﹁
四
年
春
、
車
駕
近
出
、
觀
二
覽
城
第
一
﹂
の
李
賢
注
に
﹁
第
、

宅
也
。
有
二
甲
乙
之
次
一
、
故
曰
レ
第
。﹂
と
あ
る
。

泉
石 

山
水
の
こ
と
。

奇
石 

珍
奇
な
石
。

京
師 

都
の
こ
と
。

一
金 

小
金
。
少
し
の
金
銭
を
意
味
す
る
。

怪
石 

形
が
変
わ
っ
て
い
る
石
。

詒 

欺
く
こ
と
。

〔
典
拠
〕

﹃
江
談
抄
﹄
第
三
―
二
四
﹁
致
忠
石
を
買
ふ
事
﹂。

（
林　

宇
）
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〔
假
譎
３
〕

社
日
有
二
村
夫
吹
レ
笙
渡
者
一
。
伶
工
時
忠
。
在
二
看
棚
上
一
聽
レ
之
。
察
二
其
管
中

有
二
美
材
一
。
招
二
村
夫
一
駐
。
乃
詒
曰
。
今
日
盛
會
。
惜
笙
不
レ
佳
。
爲
レ
汝
借
二

換
我
笙
一
。
汝
卽
認
レ
我
。
竢
輒
來
換
。
既
乃
竊
拔
二
取
村
笙
中
良
管
一
。
以
二
別

管
一
補
插
。
故
加
二
裝
餝
一
。
村
夫
不
レ
寤
二
其
異
一
。
欣
然
換
將
去
。
後
傳
二
其

笙
一
爲
二
名
管
一
。

〔
書
き
下
し
文
〕

社
日
に
村
夫
の
笙
を
吹
き
て
渡
る
者
有
り
。
伶
工
時
忠
、
看
棚
の
上
に
在
り
て
之

を
聽
く
。
其
の
管
中
に
美
材
有
る
を
察
し
、
村
夫
を
招
き
て
駐
め
、
乃
ち
詒
き
て

曰
く
、﹁
今
日　

盛
會
な
り
。
惜
し
む
ら
く
は
笙
佳
か
ら
ず
。
汝
が
爲
に
我
が
笙

を
借
換
せ
ん
。
汝
卽
ち
我
を
認
め
よ
。
竢
て
ば
輒
ち
來
た
り
換
へ
よ
﹂
と
。
既
に

し
て
乃
ち
竊
か
に
村
の
笙
中
の
良
管
を
拔
き
取
り
て
、
別
管
を
以
て
補
插
し
、
故

こ
と
さ

ら
に
裝
餝
を
加
ふ
。
村
夫
其
の
異
を
寤
ら
ず
、
欣
然
と
し
て
換
へ
將も

ち
去
る
。
後

に
其
の
笙
を
傳
へ
て
名
管
と
爲
す
。

〔
訳
文
〕

土
地
神
の
祭
祀
の
日
に
、
あ
る
村
人
が
笙
を
吹
き
な
が
ら
渡
り
歩
い
て
い
た
。
楽

人
の
時
忠
は
、
桟
敷
の
上
で
そ
の
音
色
を
聞
い
て
、
そ
の
中
に
い
い
器
材
が
入
っ

て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
時
忠
が
村
人
を
呼
び
寄
せ
て
、﹁
今
日
は
盛
大
な
祭

日
だ
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
笙
の
音
色
が
美
し
く
な
い
。
あ
な
た
の
為
に
、
私

の
笙
を
お
貸
し
し
よ
う
。
私
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。
こ
こ
で
待
っ

て
い
る
か
ら
、
後
で
ま
た
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
﹂
と
欺
い
て
言
っ
た
。
そ
し
て
、

時
忠
は
ひ
そ
か
に
村
人
の
笙
の
中
の
優
れ
た
竹
管
を
抜
き
出
し
て
、
別
の
竹
管
を

挿
し
か
え
て
、
わ
ざ
わ
ざ
手
を
加
え
た
。
村
人
は
そ
の
違
い
に
気
付
か
ず
、
喜
ん

で
自
分
の
笙
を
持
ち
帰
っ
て
い
っ
た
。
時
忠
は
そ
の
笙
を
後
世
に
伝
え
て
、
名
管

と
称
さ
れ
た
。

〔
語
釈
〕

社
日 

立
春
後
お
よ
び
立
秋
後
の
第
五
の
戊
の
日
で
、
土
地
の
神
を
祭
る
日
。

笙 

笙
の
笛
。
雅
楽
に
用
い
る
管
楽
器
の
一
つ
。
十
九
管
ま
た
は
十
三
管
あ
る
。

古
く
は
管
を
瓠
中
に
列
し
て
作
り
、
簧
を
管
端
に
施
す
。
立
て
て
横
か
ら

吹
く
。

伶
工 

楽
人
。
伶
人
。

時
忠　

豊
原
時
忠
。
一
〇
五
四
～
一
一
一
七
。
平
安
後
期
の
楽
人
。
永
長
元
年
（
一

〇
九
六
）
正
月
、
雅
楽
権
少
属
に
着
任
。

看
棚 

桟
敷
。
物
見
の
席
と
し
て
一
段
高
く
床
を
構
え
た
仮
の
建
造
物
。

美
材 

良
い
材
木
。
こ
こ
で
は
音
質
の
よ
い
竹
を
指
す
。

盛
會 

さ
か
ん
な
寄
り
合
い
。
盛
ん
な
宴
会
。
盛
大
で
に
ぎ
や
か
な
会
合
。

裝
餝 

美
し
く
見
え
る
よ
う
に
様
々
な
加
工
を
加
え
る
こ
と
。
飾
り
整
え
る
。

〔
典
拠
〕

﹃
今
鏡
﹄
巻
七
﹁
む
ら
か
み
の
源
氏
﹂。

（
叢　

星
晨
）
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〔
假
譎
４
〕

笛
人
成
方
有
二
寶
笛
一
。
名
二
犬
丸
一
。
伏
見
藤
將
作
甚
欲
レ
之
。
不
レ
得
。
最
後

設
二
黠
計
一
。
佯
爲
二
大
怒
一
恐
二
嚇
之
一
。
成
方
不
レ
得
レ
已
。
乃
云
。
願
乞
二
須

臾
一
還
取
レ
笛
。
許
遣
。
成
方
乃
取
レ
笛
來
立
レ
庭
。
自
云
。
以
レ
此
買
レ
禍
。
胡
復

用
爲
。
石
撃
碎
粉
。
將
作
愕
惋
。
無
レ
可
二
奈
何
一
。
謂
所
レ
爭
已
壞
。
罷
遣
歸
。

其
實
犬
丸
留
藏
二
其
家
一
。
以
二
他
笛
一
佯
免
。

〔
書
き
下
し
文
〕

笛て
き

人じ
ん　

成な
り

方か
た　

寶は
う

笛て
き

有あ

り
。
犬い
ぬ

丸ま
る

と
名な

づ
く
。
伏ふ
し

見み

の
藤た
う

將し
や
う

作さ
く 

甚は
な
はだ
之こ
れ

を
欲ほ
つ

す

る
も
、
得え

ず
。
最さ
い

後ご

に
黠か
つ

計け
い

を
設ま
う

け
、
佯い
つ
はり
て
大お
ほ

い
に
怒い
か

る
を
爲ま

ね
し
て
之こ
れ

を
恐
き
ゃ
う

嚇か
く

す
。
成な
り

方か
た

已や

む
を
得え

ず
、
乃す
な
は
ち
云い
は

く
、﹁
願ね
が

は
く
は
須し
ゆ

臾ゆ

を
乞こ

ひ
て
還か
へ

り
て
笛ふ
え

を
取と

ら
ん
﹂
と
。
許ゆ
る

し
て
遣や

る
。
成な
り

方か
た　

乃す
な
は
ち
笛ふ
え

を
取と

り
來き
た

り
て
庭に
は

に
立た

ち
、
自
み
ず
か

ら
云い
は

く
、﹁
此こ
れ

を
以も
つ

て
禍
わ
ざ
は
ひを
買か

ふ
。
胡な
ん

ぞ
復ま

た
用も
ち

ふ
る
こ
と
を
爲な

さ
ん
﹂
と
。
石い
し

も
て
撃う

ち
て
碎さ
い

粉ふ
ん

す
。
將
し
や
う

作さ
く　

愕が
く

惋わ
ん

し
て
、
奈い
か
ん何
と
も
す
べ
き
無な

し
。
謂お
も
へ
ら
く
爭
あ
ら
そ

ふ
所
と
こ
ろ

已す
で

に
壞こ
は

る
と
。
罷ゆ
る

し
て
歸か
へ

ら
し
む
。
其そ

の
實じ
つ　

犬い
ぬ

丸ま
る

は
留と
ど

め
て
其そ

の
家い
へ

に
藏か
く

し
、
他た

笛て
き

を
以も
つ

て
佯い
つ
はり
免ま
ぬ
かる
。

〔
訳
文
〕

笛
吹
き
の
成
方
は
犬
丸
と
い
う
名
笛
を
も
っ
て
い
た
。
伏
見
の
藤
将
作
（
俊
網
）

は
お
お
い
に
犬
丸
が
欲
し
か
っ
た
が
、
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
た
。

し
ま
い
に
は
、
非
常
に
怒
っ
て
い
る
ふ
り
を
し
て
成
方
を
お
ど
し
た
。
成
方
は
や

む
を
得
ず
、﹁
し
ば
ら
く
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
笛
を
取
っ
て
参
り
ま
し
ょ

う
﹂
と
言
っ
た
。
将
作
は
そ
れ
を
聞
き
入
れ
、
成
方
に
笛
を
取
り
に
戻
ら
せ
た
。

成
方
は
笛
を
取
っ
て
く
る
と
庭
先
に
立
ち
、﹁
こ
い
つ
の
お
か
げ
で
ひ
ど
い
目
を

見
た
。
こ
ん
な
笛
は
二
度
と
吹
く
も
の
か
﹂
と
言
っ
て
、
石
で
犬
丸
を
粉
々
に
打

ち
砕
い
て
し
ま
っ
た
。
将
作
は
お
ど
ろ
き
う
ら
む
ば
か
り
で
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
争
っ
て
い
た
と
こ
ろ
の
笛
は
も
う
壊
れ
て
し
ま
っ
た
と
思
い
定
め
て
、
成

方
を
放
免
し
て
帰
ら
せ
た
。
し
か
し
実
の
と
こ
ろ
、
犬
丸
は
家
に
留
め
置
い
た
ま

ま
で
隠
し
て
お
き
、
別
の
笛
を
犬
丸
と
い
つ
わ
り
、
難
を
免
れ
た
。

〔
語
釈
〕

笛
人 

典
拠
と
な
る
﹃
十
訓
抄
﹄
で
は
﹁
笛
吹
﹂
と
し
て
い
る
。﹁
笛
吹
﹂
に
は
﹁
笛

を
吹
く
こ
と
を
生
業
と
す
る
者
﹂
の
ほ
か
に
﹁
笛
の
演
奏
に
巧
み
な
者
﹂

と
い
う
意
味
が
あ
る
。
な
お
、
笛
は
管
楽
器
の
総
称
で
も
あ
る
が
、
主
に

横
笛
を
指
す
。

成
方　

伝
未
詳
。﹃
十
訓
抄
﹄
で
は
成
方
、﹃
続
教
訓
抄
﹄
で
は
成
高
と
し
、
子
に

鬼
丸
、
弟
子
に
菊
犬
丸
が
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

伏
見
藤
將
作　

橘
俊
綱
。
一
〇
二
八
～
一
〇
九
四
。
平
安
後
期
の
歌
人
。
讃
岐
守　

橘
俊
遠
の
養
子
。
実
父
は
関
白
藤
原
頼
通
。
母
は
藤
原
祇
子
。
丹
波
、
播

磨
、
讃
岐
、
近
江
、
但
馬
の
守
な
ど
を
歴
任
。
官
位
は
修
理
大
夫
正
四
位

上
。
将
作
は
、
修
理
大
夫
の
唐
名
﹁
将
作
大
匠
﹂
を
略
し
た
も
の
。
伏
見

に
あ
っ
た
豪
邸
が
有
名
で
、
当
代
の
貴
族
や
風
流
人
た
ち
の
社
交
の
場
と

し
て
し
ば
し
ば
歌
会
が
開
か
れ
た
。

寶
笛 

名
笛
。

犬
丸 

﹃
十
訓
抄
﹄
で
は
﹁
大
丸
﹂
と
な
っ
て
お
り
、
藤
原
道
長
か
ら
賜
っ
た
笛
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と
さ
れ
る
。

黠
計 
わ
る
が
し
こ
い
は
か
り
ご
と
。
奸
計
。
悪
だ
く
み
。

恐
嚇 
恐
も
嚇
も
﹁
お
ど
す
﹂
の
意
。
お
ど
す
。
お
び
や
か
す
。
恐
喝
。

須
臾 

し
ば
ら
く
。
少
し
の
間
。

愕
惋 

愕
は
﹁
驚
愕
﹂﹁
愕
然
﹂
な
ど
、
お
ど
ろ
く
こ
と
。
惋
は
﹁
う
ら
む
﹂、﹁
な

げ
く
﹂
の
意
。
か
ね
て
よ
り
ほ
し
が
っ
て
い
た
笛
を
、
成
方
が
目
の
前
で

粉
々
に
破
壊
し
た
の
で
俊
綱
は
お
ど
ろ
き
な
げ
い
た
の
で
あ
る
。

罷
遣
歸　

こ
の
文
、
原
文
に
﹁
罷テ

遣リ

歸ス

﹂
と
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、

﹁
罷テ

﹂
は
﹁
ま
か
る
﹂
と
い
う
成
方
の
動
作
で
は
な
く
、
下
の
﹁
遣
歸
﹂

も
含
め
す
べ
て
俊
綱
の
動
作
と
理
解
さ
れ
る
。
そ
こ
で
﹁
罷
﹂
を
﹁
ま
か

る
﹂
と
す
る
と
成
方
の
動
作
と
な
っ
て
し
ま
い
、
適
切
で
は
な
い
。﹁
罷
﹂

に
は
他
に
﹁
し
り
ぞ
け
る
﹂﹁
ゆ
る
す
﹂
の
意
が
あ
り
、
動
作
主
体
を
俊

綱
と
す
る
と
ど
ち
ら
で
も
意
味
は
通
る
が
、
典
拠
で
あ
る
﹃
十
訓
抄
﹄
で

は
、
こ
こ
を
﹁
い
ま
し
む
る
に
及
ば
ず
し
て
、
追
ひ
放
ち
に
け
り
﹂
と
し

て
い
る
。
従
っ
て
、﹁
し
り
ぞ
け
る
﹂
よ
り
も
﹁
ゆ
る
す
﹂
の
方
が
好
ま

し
く
、
訳
文
で
は
そ
の
よ
う
に
し
た
。

〔
典
拠
〕

﹃
十
訓
抄
﹄
第
七
―
二
十
五
話
。

（
柴
田　

寿
真
）

〔
假
譎
５
〕

賀
茂
祭
觀
。
有
二
擇
レ
便
立
レ
標
者
一
。
署
曰
。
翁
觀
地
所
。
不
レ
許
二
人
侵
一
。
皆

謂
上
皇
御
臨
之
地
。
無
二
敢
近
者
一
。
及
二
祭
至
一
。
有
二
一
白
頭
翁
一
來
。
傲
然
占

觀
。
人
始
怪
憎
。
上
皇
聞
二
其
事
一
。
召
問
レ
之
。
翁
曰
。
賤
隷
至
微
。
年
已
八
十
。

無
三
意
更
貪
二
覩
物
一
。
唯
臣
愛
孫
者
。
屬
レ
充
二
祭
事
一
。
乃
欲
三
一
看
二
其
裝
渡
一
。

苟
爲
レ
易
レ
看
權
計
爾
。
不
レ
爾
。
老
入
二
千
萬
人
中
一
。
恐
復
藉
死
耳
。

〔
書
き
下
し
文
〕

賀
茂
の
祭
觀
に
、
便
を
擇
ん
で
標
を
立
つ
る
者
有
り
。
署
し
て
曰
く
、﹁
翁
の
觀

る
の
地
所
、
人
の
侵
す
こ
と
を
許
さ
ず
﹂
と
。
皆
謂お

も

へ
ら
く
、﹁
上
皇
御
臨
の
地
﹂

と
。
敢
へ
て
近
づ
く
者
無
し
。
祭
至
る
に
及
び
て
、
一
の
白
頭
の
翁
有
り
て
來
た

る
。
傲
然
と
し
て
占
觀
す
。
人
始
め
て
怪
み
憎
む
。
上
皇
其
の
事
を
聞
き
て
、
召

し
て
之
を
問
ふ
。
翁
曰
く
、﹁
賤
隷
至
微
た
り
。
年
已
に
八
十
に
し
て
、
意
と
し

て
更
に
物
を
貪
り
覩
る
無
し
。
唯
だ
臣
が
愛
孫
な
る
者
、
祭
事
に
充あ

つ
る
に
屬ぞ
く

し

ぬ
。
乃
ち
一ひ

と
たび
其
の
裝
し
て
渡
る
を
看
ん
こ
と
を
欲
す
。
苟
も
看
易
か
ら
ん
が
爲

に
權
計
す
る
の
み
。
爾
ら
ず
ん
ば
、
老
い
て
千
萬
人
の
中
に
入
り
て
、
恐
ら
く
は

復
た
藉
死
せ
ん
の
み
﹂
と
。

〔
訳
文
〕

賀
茂
の
祭
り
の
見
物
で
、
好
都
合
の
場
所
を
選
ん
で
立
札
を
立
て
た
人
が
い
た
。

そ
の
立
札
に
は
、﹁
こ
こ
は
翁
が
祭
り
を
見
る
場
所
で
あ
る
。
余
人
の
入
る
こ
と

を
禁
ず
る
﹂
と
書
い
て
あ
っ
た
。
人
々
は
、﹁
そ
こ
は
上
皇
（
陽
成
上
皇
）
が
、
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見
物
を
な
さ
る
場
所
で
あ
る
﹂
と
、
思
い
込
ん
で
い
た
。
そ
こ
に
近
寄
る
者
が
い

な
か
っ
た
。
祭
り
の
行
列
が
来
た
と
き
、
一
人
の
白
頭
の
翁
が
現
れ
た
。
尊
大
に

構
え
て
そ
の
場
を
独
占
し
て
見
物
し
た
。
人
々
が
そ
の
様
子
を
見
て
初
め
て
不
信

が
り
憎
ら
し
く
思
っ
た
。
陽
成
上
皇
は
そ
の
こ
と
を
聞
く
と
、
翁
を
呼
ん
で
事
情

を
聞
い
た
。
翁
は
、﹁
私
は
卑
し
い
身
分
で
取
る
に
足
り
な
い
者
で
あ
る
。
歳
既

に
八
十
歳
で
、
祭
り
を
独
り
占
め
し
て
見
物
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
た
だ

し
、
私
の
愛
す
る
孫
が
、
こ
の
祭
り
の
行
列
に
連
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
孫
が

着
飾
っ
て
行
列
す
る
の
を
見
届
け
た
か
っ
た
。
仕
方
な
く
見
や
す
さ
の
た
め
に
立

札
を
立
て
よ
う
と
思
い
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
年
老
い
た
私
は
、

千
万
人
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
お
そ
ら
く
踏
み
敷
か
れ
て
死
ん
で
し
ま
う
で

し
ょ
う
﹂
と
言
っ
た
。

〔
語
釈
〕

賀
茂
祭
觀　

賀
茂
祭
は
、
京
都
市
の
賀
茂
御
祖
神
社
（
下
鴨
神
社
）
と
賀
茂
別
雷

神
社
（
上
賀
茂
神
社
）
で
五
月
一
五
日
に
行
わ
れ
る
例
祭
。
祭
觀
は
、
祭

り
を
見
物
す
る
意
。

擇
便　

便
利
な
場
所
を
選
ぶ
こ
と
。

立
標
　
標

し
る
し
を
立
て
る
こ
と
。

上
皇 

陽
成
上
皇
。
八
六
九
～
九
四
九
。
平
安
時
代
前
期
の
第
五
十
七
代
天
皇
。

賤
隷 

い
や
し
い
め
し
つ
か
い
。
し
も
べ
。
賤
役
の
人
。

權
計 

は
か
り
ご
と
。

藉
死 

踏
み
殺
さ
れ
る
こ
と
。
藉
は
、
敷
く
、
踏
む
の
意
。

〔
典
拠
〕

﹃
今
昔
物
語
集
﹄
巻
三
十
一
﹁
賀
茂
祭
日
、
一
条
大
路
立
札
見
物
翁
語　

第
六
﹂。

（
王　

培
）

〔
假
譎
６
〕

保
元
上
皇
。
於
レ
座
問
二
事
藤
通
憲
一
。
通
憲
雅
稱
二
博
洽
一
。
時
偶
窮
屈
。
不
レ
得
二

進
對
一
。
亦
不
レ
可
二
默
退
一
。
其
僕
豎
師
光
。
在
二
庭
上
一
遙
察
二
其
艱
一
。
近
二
前

階
下
一
。
告
レ
主
曰
。
方
有
二
內
召
一
。
旣
及
レ
三
。
通
憲
便
辭
二
上
皇
一
而
起
。
既

而
問
レ
之
。
師
光
曰
。
正
見
三
君
苦
二
進
退
一
。
故
詐
爾
。
始
無
二
其
事
一
。
通
憲
笑

曰
。
善
。
紅
山
迷
レ
塗
。
牧
豎
是
依
。
謂
レ
汝
耶
①
。

〔
書
き
下
し
文
〕

保
元
上
皇　

座
に
於
い
て
事
を
藤
通
憲
に
問
ふ
。
通
憲
雅も

と
博
洽
と
稱
す
。
時
に

偶た
ま

た
ま
窮
屈
し
、
進
み
て
對
ふ
る
こ
と
を
得
ず
、
亦
た
默
し
て
退
く
べ
か
ら
ず
。

其
の
僕
豎　

師
光
、
庭
上
に
在
り
て
遙
か
に
其
の
艱
を
察
し
、
階
下
に
近
前
し

て
、
主
に
告
げ
て
曰
く
、﹁
方ま

さ

に
內
召
有
り
﹂
と
。
既
に
三
た
び
に
及
び
、
通
憲

便
ち
上
皇
に
辭
し
て
起
つ
。
旣
に
し
て
之
を
問
ふ
。
師
光
曰
く
、﹁
正
に
君
の
進

退
に
苦
し
む
を
見
る
。
故こ

と
さら
に
詐
る
の
み
。
始
め
よ
り
其
の
事
無
し
﹂
と
。
通
憲

笑
ひ
て
曰
く
、﹁
善
し
。﹃
紅
山　

塗み
ち

に
迷
ひ
て
、
牧
豎
是
れ
依
る
﹄
と
。
汝
を
謂

ふ
か
﹂
と
。

〔
訳
文
〕

後
白
河
上
皇
（
保
元
上
皇
）
は
御
前
で
藤
原
通
憲
に
下
問
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
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通
憲
は
も
と
も
と
博
学
を
讃
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
折
は
た
ま
た
ま
返
答
に
窮
し
、

進
ん
で
応
対
す
る
こ
と
も
お
し
黙
っ
た
ま
ま
退
く
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
僕
童

の
師
光
は
庭
前
か
ら
主
君
通
憲
の
窮
地
を
遠
く
か
ら
察
し
て
、
階
下
に
歩
み
寄

り
、﹁
今
ち
ょ
う
ど
帝
よ
り
お
召
し
が
あ
り
ま
し
た
﹂
と
告
げ
た
。
三
度
に
わ
た
っ

た
た
め
、
通
憲
は
す
ぐ
に
上
皇
に
暇
乞
い
を
し
て
そ
の
場
を
立
っ
た
。
後
に
な
っ

て
通
憲
が
こ
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
師
光
は
﹁
御
主
君
の
進
退
窮
ま
っ
た
ご
様
子

を
拝
察
致
し
ま
し
た
の
で
、
故
意
に
偽
り
ご
と
を
申
し
た
ま
で
で
す
。
も
と
も
と

そ
う
し
た
お
召
し
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
﹂
と
説
明
し
た
。
通
憲
は
﹁
で
か
し
た
。

﹃
紅
山
で
道
に
迷
い
、
牧
童
の
導
き
に
よ
っ
て
難
を
逃
れ
た
﹄
と
い
う
が
、
こ
れ

は
お
ぬ
し
の
こ
と
を
い
う
の
だ
な
﹂
と
言
っ
て
笑
っ
た
。

︹
原
注
︺

①  

師
光
。
黠
而
好
事
。
通
憲
愛
レ
之
。
平
治
之
亂
。
通
憲
遭
レ
害
。
師
光
遯
爲
レ

僧
。
更
二
名
西
光
一
。
後
寵
二
近
保
元
上
皇
一
。
謀
二
滅
平
氏
一
。
事
覺
被
レ
殺
。

︹
書
き
下
し
文
︺

①  

師
光
、
黠
に
し
て
好
事
な
り
。
通
憲　

之
を
愛
す
。
平
治
の
亂
に
、
通
憲　

害
に
遭
ふ
。
師
光
遯
れ
て
僧
と
爲
る
。
名
を
西
光
と
更あ

ら
たむ
。
後　

保
元
上
皇

に
寵
近
し
、
平
氏
を
謀
滅
せ
ん
と
す
。
事
覺あ

ら
はれ
て
殺
さ
る
。

︹
訳
文
︺

①  

師
光
は
狡
猾
で
好
奇
心
旺
盛
な
人
柄
で
あ
っ
た
。
通
憲
は
こ
の
人
物
を
寵
愛

し
た
。
平
治
の
乱
で
通
憲
が
殺
害
さ
れ
た
際
に
師
光
は
遁
れ
て
僧
と
な
っ

た
。
名
を
西
光
と
改
め
た
。
後
に
後
白
河
上
皇
に
近
侍
し
、
平
氏
を
滅
ぼ
そ

う
と
謀
っ
た
。
事
が
露
見
し
て
殺
さ
れ
た
。

〔
語
釈
〕

保
元
上
皇　

後
白
河
上
皇
。
一
一
二
七
～
一
一
九
二
。
鳥
羽
天
皇
の
第
四
皇
子
。

諱
は
雅
仁
。
保
元
平
治
の
乱
に
よ
り
権
力
を
固
め
、
二
条
天
皇
へ
の
譲
位

後
は
長
期
に
わ
た
り
院
政
を
行
っ
た
。
清
盛
の
死
後
、
木
曾
義
仲
や
源
義

経
な
ど
に
平
氏
追
討
の
院
宣
を
与
え
た
。
今
様
を
愛
好
し
、﹃
梁
塵
秘
抄
﹄

を
編
ん
だ
こ
と
で
も
有
名
。﹁
保
元
﹂
は
一
一
五
六
～
一
一
五
九
。

藤
通
憲　

藤
原
通
憲
。
一
一
〇
六
～
一
一
六
〇
。
藤
原
実
兼
の
子
。
父
実
兼
が
急

死
し
た
た
め
、
通
憲
は
縁
戚
で
あ
っ
た
高
階
経
敏
の
養
子
と
な
る
。
鳥
羽

上
皇
の
北
面
に
伺
候
し
、
学
才
を
讃
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
出
家
し
て
信
西

と
称
し
た
。
保
元
の
乱
で
は
後
白
河
上
皇
方
に
与
し
て
勝
利
を
収
め
た

が
、
そ
の
後
の
平
治
の
乱
で
は
藤
原
信
頼
に
よ
り
斬
首
さ
れ
た
。

博
洽 

博
学
洽
聞
の
略
。
広
く
学
問
に
通
じ
て
い
る
こ
と
。

窮
屈 

窮
ま
り
尽
き
る
。

進
對 

帝
に
謁
見
し
て
詔
命
に
答
え
る
こ
と
。

師
光 

藤
原
師
光
。
生
年
未
詳
～
一
一
七
七
。
後
白
河
院
の
近
臣
。
阿
波
国
の
豪

族
・
麻
植
為
光
の
子
で
、
中
納
言
藤
原
家
成
の
養
子
。
も
と
信
西
に
仕
え

た
が
、
平
治
の
乱
で
の
信
西
の
死
後
は
後
白
河
上
皇
に
仕
え
た
。
鹿
个
谷

の
密
談
で
は
平
氏
打
倒
の
首
謀
者
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
清
盛
に
よ
り
斬

首
さ
れ
た
。

內
召 
帝
に
召
し
出
さ
れ
る
こ
と
。

紅
山
迷
塗　

牧
豎
是
依　

典
拠
﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
に
は
﹁
紅
山
に
入
り
て
道
を
失

へ
り
し
に
、
牛
童
に
教
へ
ら
れ
て
都
に
入
り
所
望
を
遂
ぐ
﹂
と
あ
る
。
院
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か
ら
の
天
台
の
教
義
に
つ
い
て
の
下
問
に
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
信
西
の
窮

地
を
師
光
は
救
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
を
道
に
迷
っ
た
人
物
が
牛
童

に
教
え
導
か
れ
て
帰
る
さ
ま
に
た
と
え
た
も
の
で
あ
る
。

黠 

ず
る
賢
い
。

平
治
之
亂　

平
治
元
年
（
一
一
五
九
）、
平
氏
の
台
頭
に
対
し
て
藤
原
信
頼
、
源

義
朝
が
反
旗
を
翻
し
た
兵
乱
。

〔
典
拠
〕

﹃
源
平
盛
衰
記
﹄
巻
四
﹁
涌
泉
寺
喧
嘩
﹂。

（
樋
口　

敦
士
）

〔
假
譎
７
〕

畫
師
賢
慶
弟
子
某
。
亦
工
レ
畫
。
賢
慶
没
後
。
與
二
其
孀
婦
一
有
二
相
訟
一
。
慮
二
下

吏
壅
塞
一
。
乃
畫
二
孀
婦
姦
婬
之
狀
一
。
細
極
二
褻
穢
一
。
遺
二
下
吏
許
一
。
令
二
共

看
玩
一
。
漸
傳
二
上
司
一
。
遂
及
二
訟
事
一
。
上
司
聽
斷
。
訟
理
得
レ
申
。

〔
書
き
下
し
文
〕

畫
師　

賢
慶
が
弟
子　

某
、
亦
た
畫
に
工た
く

み
な
り
。
賢
慶
没
し
て
後
、
其
の
孀
婦

と
相
訟
た
ふ
る
こ
と
有
り
。
下
吏
の
壅
塞
を
慮
り
、
乃
ち
孀
婦　

姦
婬
の
狀
を
畫

き
、
細こ

ま

か
に
褻
穢
を
極
む
。
下
吏
の
許
に
遺お

く

り
、
共
に
看
玩
せ
し
む
。
漸
く
上
司

に
傳
ふ
。
遂
に
訟
事
に
及
び
て
、
上
司
聽
斷
す
る
に
、
訟
理
申の

ぶ
る
こ
と
を
得

た
り
。

〔
訳
文
〕

画
工
で
あ
る
賢
慶
の
弟
子
で
あ
っ
た
某
氏
は
、
賢
慶
と
同
じ
く
画
を
描
く
の
が
巧

み
で
あ
っ
た
。
賢
慶
が
没
し
た
後
、
賢
慶
の
夫
人
と
の
間
に
争
い
ご
と
が
生
じ
た
。

下
級
の
役
人
で
は
審
理
が
行
き
詰
る
こ
と
を
憂
慮
し
、
夫
人
の
姦
淫
の
あ
り
さ
ま

を
描
き
、
子
細
に
淫
ら
な
さ
ま
を
描
き
き
っ
た
。
下
級
の
役
人
の
も
と
に
送
り
届

け
、
皆
で
眺
め
興
じ
さ
せ
、
そ
れ
が
上
官
に
伝
わ
っ
た
。
か
く
し
て
訴
訟
と
な
る

に
及
び
、
上
官
は
訴
え
を
裁
く
に
あ
た
っ
て
、
審
理
の
筋
道
を
は
っ
き
り
と
押
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

〔
語
釈
〕

畫
師 

絵
描
き
。
画
家
。
画
工
。

賢
慶 

生
没
年
未
詳
。
鎌
倉
時
代
の
画
僧
。
法
眼
と
な
り
、大
輔
法
眼
と
呼
ば
れ
た
。

孀
婦 

や
も
め
。
寡
婦
。
夫
に
死
に
別
れ
た
女
。

相
訟 

争
い
ご
と
を
す
る
。

壅
塞 

ふ
さ
ぐ
。
ふ
さ
が
る
。
壅
閉
。

褻
穢 

不
潔
で
卑
し
く
、
淫
猥
な
こ
と
。

看
玩 

見
て
も
て
あ
そ
ぶ
。

聽
斷 

訴
え
を
聞
き
裁
く
。
裁
判
す
る
。

訟
理 

裁
判
が
正
し
い
。
訴
え
て
事
を
お
さ
め
る
。

〔
典
拠
〕

﹃
古
今
著
聞
集
﹄
巻
第
十
一
﹁
画
図
﹂﹁
絵
師
賢
慶
が
弟
子
の
法
師
、
そ
の
絵
に
依

り
て
勝
訴
の
事
﹂（
第
四
〇
五
話
）。

（
永
瀬　

恵
子
）
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〔
假
譎
８
〕

足
利
將
軍
①
在
二
鎌
倉
一
。
新
田
氏
②
奉
二
天
子
命
一
來
伐
。
足
利
軍
廔
敗
。
將
軍

心
已
圖
。
入
レ
寺
爲
レ
僧
。
以
解
說
謝
レ
上
。
將
軍
弟
直
義
。
方
自
レ
戰
還
。
聞
二

此
事
一
。
私
與
二
上
杉
重
能
③
一
謀
。
僞
造
二
詔
書
十
餘
紙
一
。
取
レ
懷
視
二
之
將
軍

一
曰
。
是
殺
二
敵
人
一
所
レ
得
。
意
者
義
貞
日
譖
二
我
兄
弟
於
上
一
。
上
且
信
レ
之
。

乃
降
二
此
詔
一
耳
。
將
軍
開
二
其
書
一
。
有
レ
曰
。
足
利
尊
氏
直
義
。
罪
惡
旣
極
。

宜
レ
處
二
族
誅
一
。
雖
三
自
縛
降
。
若
爲
二
僧
侶
一
。
有
レ
殺
無
レ
赦
。
將
軍
乃
搏
レ
膺

奮
踴
曰
。
事
旣
到
レ
此
。
爲
レ
僧
無
レ

。
便
更
擐
甲
而
出
。
於
レ
是
軍
復
大
振
。

〔
書
き
下
し
文
〕

足
利
將
軍　

鎌
倉
に
在
り
。
新
田
氏　

天
子
の
命
を
奉
じ
て
來
た
り
て
伐
つ
。
足

利
の
軍
廔し

ば

し
ば
敗
る
。
將
軍 

心
に
已
に
圖は
か

る
ら
く
、﹁
寺
に
入
り
僧
と
爲
り
、
以

て
解
說
し
て
上
に
謝
せ
ん
﹂
と
。
將
軍
の
弟
直た

だ

義よ
し　

方
に
戰
自よ

り
還
り
、
此
の
事

を
聞
き
て
、
私ひ

そ
か
に
上
杉
重し
げ
よ
し能
と
謀
り
、
僞
り
て
詔
書
十
餘
紙
を
造
り
、
懷
よ
り

取
り
て
之
を
將
軍
に
視し

め

し
て
曰
く
、﹁
是
れ
敵
人
を
殺
し
て
得
る
所
な
り
。
意お
も

ふ

に
、
義
貞　

日ひ
び

に
我
が
兄
弟
を
上
に
譖そ
し

る
。
上
は
且
つ
之
を
信
じ
て
、
乃
ち
此
の

詔
を
降く

だ

す
の
み
﹂
と
。
將
軍　

其
の
書
を
開
く
に
曰
へ
る
こ
と
有
り
、﹁
足
利
尊

氏　

直
義　

罪
惡
旣
に
極
ま
る
。
宜
し
く
族
誅
に
處
す
べ
し
。
自
縛
し
て
降く

た

り
、

若
し
く
は
僧
侶
と
爲
る
と
雖
も
、
殺
す
こ
と
有
り
て
赦
す
こ
と
無
し
﹂
と
。
將
軍

乃
ち
膺む

ね

を
搏う

ち
て
奮
ひ
踴お
ど

り
て
曰
く
、﹁
事
旣
に
此
に
到
る
。
僧
と
爲
る
も

無

し
﹂
と
。
便
ち
更か

へ
て
擐か
ん
こ
う甲
し
て
出
づ
。
是
に
於
い
て
軍
復
た
大
い
に
振
ふ
。

〔
訳
文
〕

足
利
将
軍
が
鎌
倉
に
駐
屯
し
て
い
た
時
、
新
田
氏
が
天
子
の
命
を
奉
じ
て
、
討
伐

に
や
っ
て
来
た
。
足
利
の
軍
勢
は
し
ば
し
ば
敗
退
し
た
。
将
軍
は
已
に
心
中
、﹁
寺

に
入
っ
て
僧
に
な
り
、
天
皇
へ
の
忠
誠
を
申
し
上
げ
て
謝
罪
し
よ
う
﹂
と
決
め
て

い
た
。
将
軍
の
弟
直
義
は
ま
さ
に
戦
い
か
ら
還
り
、
此
の
事
を
聞
い
て
、
密
か
に

上
杉
重
能
と
謀
り
、
偽
り
の
詔
書
十
余
枚
を
造
っ
た
。
直
義
は
懐
か
ら
こ
れ
を
取

り
出
し
将
軍
に
見
せ
て
、
将
軍
に
申
し
上
げ
る
こ
と
に
、﹁
敵
を
殺
し
て
得
た
も

の
で
す
。
思
う
に
、
義
貞
は
日
々
我
々
兄
弟
を
天
皇
に
讒
言
し
ま
し
た
。
天
皇
は

こ
れ
を
信
じ
て
、
か
く
て
こ
の
詔
を
下
し
た
の
で
す
﹂
と
。
将
軍
が
そ
の
詔
書
を

開
く
と
、
そ
こ
に
は
﹁
足
利
尊
氏
・
直
義
の
罪
悪
は
既
に
限
界
に
達
し
て
い
る
。

一
族
す
べ
て
を
誅
罰
に
処
し
な
さ
い
。
た
と
え
自
ら
縛
に
就
い
て
降
参
し
た
り
、

ま
た
は
僧
侶
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
殺
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
赦
す
こ
と
は
な
い
﹂

と
断
罪
さ
れ
て
い
た
。
将
軍
は
そ
こ
で
胸
を
た
た
く
と
、﹁
事
態
は
こ
こ
ま
で
至
っ

て
い
た
か
。
僧
に
な
っ
て
も
、
益
は
な
い
﹂
と
奮
い
立
っ
た
。
や
に
わ
に
、
甲
冑

を
着
け
、
出
陣
し
た
。
こ
こ
に
軍
は
ま
た
大
い
に
士
気
が
上
が
っ
た
。

︹
原
注
︺

①
尊
氏
。

②  

義
貞
。
新
田
太
郞
朝
氏
之
子
。
元
弘
中
。
擧
義
兵
。
攻
鎌
倉
。
滅
北
條
氏
。

以
レ
功
至
二
左
中
將
一
。
後
爲
二
足
利
氏
所
一レ
滅
。

③
伊
豆
守
。

︹
書
き
下
し
文
︺

①
尊
氏
な
り
。



一
二

『
大
東
世
語
』「
假
譎
」
篇
注
釈
稿
（
堀
）

②  

義
貞
な
り
。
新
田
太
郞
朝
氏
の
子
な
り
。
元
弘
中
、
義
兵
を
擧
げ
、
鎌
倉
を

攻
む
。
北
條
氏
を
滅
ぼ
し
、
功
を
以
て
左
中
將
に
至
る
。
後
に
足
利
氏
の
滅

ぼ
す
所
と
爲
る
。

③
伊
豆
守
な
り
。

︹
訳
文
︺

①
尊
氏
で
あ
る
。

②  

義
貞
で
あ
る
。
新
田
太
郎
朝
氏
の
子
で
あ
る
。
元
弘
中
、
義
兵
を
挙
げ
、
鎌

倉
を
攻
め
た
。
北
条
氏
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
功
績
で
左
中
将
に
至
り
、
後
に
足

利
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

③
伊
豆
守
で
あ
る
。

〔
語
釈
〕

足
利
將
軍　

足
利
尊
氏
。
一
三
〇
五
～
一
三
五
八
。
父
は
貞
氏
、
母
は
上
杉
頼
重

女
清
子
。
室
町
幕
府
初
代
将
軍
。
は
じ
め
高
氏
。
後
醍
醐
天
皇
の
諱い

み
な、
尊

治
の
一
字
を
賜
わ
っ
て
尊
氏
と
称
し
た
。
元
弘
の
変
で
六
波
羅
を
攻
め
落

と
し
て
建
武
の
新
政
に
貢
献
す
る
が
、
の
ち
背
い
て
持
明
院
統
の
光
明
天

皇
を
立
て
て
建
武
五
年
（
一
三
三
八
）
八
月
征
夷
大
将
軍
と
な
り
、
室
町

幕
府
を
興
し
た
。
の
ち
、
南
北
両
朝
に
分
か
れ
て
国
内
治
ま
ら
ず
、
直
義
、

直
冬
ら
と
争
い
が
続
い
た
。

新
田
氏　

新
田
義
貞
。
一
三
〇
一
～
一
三
三
八
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
初
期
に

か
け
て
の
武
将
。
朝
氏
の
長
子
。
上
野
国
（
群
馬
県
）
の
人
。
小
太
郎
と

い
う
。
元
弘
の
乱
で
は
北
条
方
と
し
て
千
早
城
攻
撃
に
加
わ
っ
た
が
、
元

弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
は
北
条
高
時
を
鎌
倉
に
破
っ
た
。
建
武
新
政
で

功
臣
と
し
て
、
近
衛
中
将
、
武
者
所
の
頭
人
と
な
る
。
や
が
て
足
利
尊
氏

と
対
立
、
各
地
に
転
戦
し
、
北
陸
金
崎
城
に
拠
っ
た
が
、
の
ち
越
前
藤
島

で
討
死
し
た
。

新
田
太
郞
朝
氏　

新
田
朝
氏
。
一
二
七
四
～
一
三
一
八
。
鎌
倉
中
期
か
ら
後
期
の

御
家
人
。
新
田
氏
本
宗
家
の
七
代
当
主
。
通
称
は
太
郎
。
新
田
基
氏
の
長

男
で
、
新
田
義
貞
、
脇
屋
義
助
の
父
。
後
に
朝
兼
と
改
名
。

解
說 

意
味
を
と
き
あ
か
す
。
説
明
す
る
。
ま
た
、
言
い
訳
す
る
。
釈
明
す
る
。

直
義 

足
利
直
義
。
一
三
〇
六
～
一
三
五
二
。
尊
氏
の
同
母
弟
。
元
弘
以
来
、
兄

尊
氏
と
行
動
を
共
に
し
、
建
武
政
権
で
関
東
の
政
務
を
行
う
。
建
武
二
年

（
一
三
三
五
）
七
月
、
中
先
代
の
乱
が
起
こ
る
と
、
鎌
倉
を
逃
れ
る
が
、

兄
尊
氏
の
軍
勢
と
合
流
し
て
鎌
倉
を
奪
回
す
る
。
こ
の
時
直
義
は
、
後
醍

醐
天
皇
の
招
き
に
よ
っ
て
上
洛
し
よ
う
と
し
た
尊
氏
を
と
ど
め
、
ま
た
尊

氏
か
ら
政
務
を
譲
ら
れ
た
と
い
う
（﹃
梅
松
論
﹄）。
後
、
尊
氏
派
と
の
対

立
が
起
こ
り
、
直
義
は
各
地
に
転
戦
す
る
。
文
和
元
・
正
平
七
年
（
一
三

五
二
）
鎌
倉
で
逝
去
。﹃
太
平
記
﹄
は
尊
氏
が
鴆
毒
に
よ
っ
て
毒
殺
し
た

と
い
う
説
を
伝
え
る
。

上
杉
重
能　

生
年
未
詳
～
一
三
四
九
。
南
北
朝
時
代
の
武
将
。
伊
豆
守
護
。
詫た

く
ま間

上
杉
氏
の
祖
。
勧
修
寺
別
当
宮
津
入
道
道
免
の
子
。
上
杉
憲
房
の
養
子
。

足
利
尊
氏
に
従
い
諸
方
に
転
戦
。
の
ち
足
利
直
義
と
結
ん
で
高こ

う
の
も
ろ
な
お

師
直
を
除

こ
う
と
し
た
が
、
か
え
っ
て
越
前
に
配
流
さ
れ
、
殺
さ
れ
た
。

詔
書 

天
皇
の
命
令
を
伝
え
る
公
文
書
。

上 

こ
こ
で
は
後
醍
醐
天
皇
。
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」
篇
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釈
稿
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譖 

そ
し
る
。

族
誅 
一
人
の
罪
に
よ
っ
て
父
母
・
妻
・
子
を
殺
す
こ
と
。
ま
た
、
一
族
す
べ
て

を
誅
す
る
こ
と
。

膺 

む
ね
。

擐
甲 

よ
ろ
い
を
着
る
。
甲
冑
を
著
け
る
。

左
中
將　
﹁
中
将
﹂
は
近
衛
府
の
武
官
。
大
将
の
次
の
位
で
左
右
二
人
あ
り
。

〔
典
拠
〕

﹃
太
平
記
﹄
巻
第
十
四　
﹁
矢ヤ
ハ
ギ矧
・
鷺サ
ギ
サ
カ坂
・
手テ
ゴ
シ
カ
ハ
ラ

超
河
原
闘
タ
タ
カ
ヒ
ノ

事
﹂。

〔
備
考
〕

こ
の
事
件
は
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
十
月
、
直
義
が
大
塔
宮
（
護
良
親
王
、

後
醍
醐
天
皇
の
皇
子
）
を
殺
し
た
事
実
が
露
見
し
、
新
田
義
貞
に
尊
氏
討
伐
の
宣

旨
が
下
っ
た
と
き
の
こ
と
（﹃
太
平
記
﹄﹁
新
田
足
利
確
執
奏
状
事
﹂）
に
基
づ
い

て
い
る
。

（
高
橋　

憲
子
）


